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ＪＲ東海労働組合
リニア反対プロジェクト

ＪＲ東海が９月18日リニア中央新幹線建設に向けた環境影響評価（アセスメント）

準備書を公表して以降、様々なマスメディアが疑問を投げかける報道を行っています。

その中の一つを紹介します。

10月11日付『大阪日日新聞』の「識者論評」は、リニア大阪開業の2045年には人口

が32％も減少し、日本のインフ

ラを見直す時期が来ていること

を示唆しています。また、大規

模災害のバイパスという位置付

けに対しても、９兆円もの投資

は巨大すぎるとしています。

全ての社員の皆さん、会社の

言うことが正しいとは限りませ

ん。もし経営破綻するようなこ

とが発生すれば、自分の雇用問

題に降りかかることは明らかで

す。自分に火の粉がかかる前に、

言うべきことはしっかり会社に

言っていかなければなりません。

ＪＲ東海労は、リニア中央新

幹線建設反対のための闘いを強

化していきます。

人口減の社会にリニアは必要か？
『大阪日日新聞』が疑問視の報道！


